


（2）令和５年 10 月１日〜  心とこころ　人とひととの“つながり”〜第87号

　
７
月
10
日
の
豪
雨
で
は
、
河
川
や
水
路
か
ら
溢
れ

た
水
や
山
か
ら
流
れ
出
た
水
に
よ
る
浸
水
被
害
、
土

砂
崩
れ
に
よ
る
家
屋
等
の
被
害
が
あ
り
、
特
に
本
耶

馬
渓
地
区
・
耶
馬
溪
地
区
・
山
国
地
区
で
は
、
複
数

の
家
屋
が
被
災
し
ま
し
た
。

　
中
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
今
回
、
災
害
の

発
生
を
受
け
、
困
り
ご
と
を
抱
え
る
人
が
増
え
る
こ

と
と
、
高
齢
化
が
進
む
地
区
へ
の
支
援
に
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
力
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
と
予
測
し
、
豪

雨
当
日
に
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
情
報
発
信
を
開
始
。

さ
ら
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
市
が
運
用
す
る

「
な
か
つ
メ
ー
ル
」
な

ど
を
通
じ
て
、
「
被
災

者
支
援
窓
口
」
と
し
て

困
り
ご
と
の
相
談
先
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録

申
し
込
み
先
と
し
て
の

周
知
を
図
り
ま
し
た
。

　
相
談
は
、
被
災
さ
れ
た
方
や
ご
家
族
か
ら
の
他
、

自
治
委
員
や
民
生
委
員
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
方
、

行
政
か
ら
も
あ
り
ま
し
た
。
困
り
ご
と
の
内
容
は
、

住
ま
い
の
こ
と
や
片
付
け
の
こ
と
、
家
の
修
復
の
た

め
の
貸
付
の
こ
と
、
生
活
の
た
め
の
家
財
道
具
の
こ

と
な
ど
様
々
で
、
ニ
ー
ズ
の
確
認
と
調
査
を
行
う
と

共
に
、
関
係
機
関
へ
つ
な
ぐ
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
発
災
直
後
か
ら
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
支
援
し
た
い
」

と
の
お
問
い
合
わ
せ
も
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
支
援
活
動
に
つ
い
て
は
、
「
被

災
者
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
事
前
に
登
録
い

た
だ
き
、
被
害
状
況
や
調
査
を
も
と
に
、
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
人
数
を
調
整
し
て
活
動
に
つ
な
げ
る
形
を
と

り
ま
し
た
。
７
月
12
日
か
ら
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
、

第
１
・
第
２
ク
ー
ル
は
５
日
間
、
第
３
ク
ー
ル
は
２

日
間
を
基
本
に
、
集
中
的
に
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

炎
天
下
の
中
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
復
旧

作
業
に
汗
を
流
し
、
浸
水
や
土
砂
に
よ
る
被
害
を
受

け
た
家
屋
の
片
付
け
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

【
調
査
件
数
】　
92
件

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
支
援
件
数
】　
48
件

　（
三
光
１
、本
耶
馬
渓
５
、耶
馬
溪
６
、山
国
36
）

【
被
災
者
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
日
数
】

　
計
15
日（
７
月
12
日
〜
８
月
16
日
の
間
）

【
活
動
者
数
】

　
延
べ
６
４
３
名

　（
団
体
４
２
７
名
、個
人
２
１
６
名
）

【
物
品
等
寄
付
】

飲
料
水
、経
口
補
水
液
、タ
オ
ル
、

非
常
食
、資
機
材
　
等

※
協
力
団
体
等

　
日
本
乾
溜
工
業
㈱
、

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、

　
大
分
県
信
用
組
合
、

　
Ｃ
･
Ｆ
･
Ｄ
、日
本
防
災
士
会
、

　
大
分
県
火
災
共
済
協
同
組
合
、

　
Ｔ
Ｏ
Ｖ
Ｓ
、個
人

被
災
さ
れ
た
方
や
地
域
を
支
援
す
る
た
め
に

被
災
さ
れ
た
方
や
地
域
を
支
援
す
る
た
め
に

被
災
さ
れ
た
方
や
地
域
を
支
援
す
る
た
め
に

被
災
さ
れ
た
方
や
地
域
を
支
援
す
る
た
め
に

７
月
10
日
の
豪
雨
に
よ
り
、
市
内
の
各
地
域
で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

被
災
者
の
困
り
ご
と
（
ニ
ー
ズ
）
の

　
　
　
　
　確
認
か
ら
支
援
へ
つ
な
ぐ

被
災
者
の
困
り
ご
と
（
ニ
ー
ズ
）
の

　
　
　
　
　確
認
か
ら
支
援
へ
つ
な
ぐ

被
災
者
支
援
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

被
災
者
支
援
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ニ
ー
ズ
調
査
や
支
援
活
動
の
状
況

ニ
ー
ズ
調
査
や
支
援
活
動
の
状
況

7/10
豪雨
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発
災
時
、
最
も
大
切
な
こ
と
は
「
自
分
の
命
は
自

分
で
守
る
」
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
や

家
族
を
守
る
た
め
に
、
個
々
で
災
害
に
備
え
て
お
く

こ
と
は
非
常
に
重
要
で
す
。
そ
れ
と
と
も
に
「
地
域

で
協
力
し
て
助
け
合
う
」
と
い
う
こ
と
も
、
同
じ
地

域
に
住
む
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
関
係
性
は
、
日
頃
か
ら

の
隣
近
所
と
の
付
き
合
い
や
交
流
な
ど
を
通
じ
て
作

ら
れ
て
い
き
、
災
害
時
に
も
助
け
合
う
関
係
づ
く
り

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　
今
回
、
発
災
直
後
か
ら
地
元
の
消
防
団
や
近
隣
住

民
の
方
な
ど
が
協
力
し
て
、
被
災
さ
れ
た
お
宅
の
片

付
け
な
ど
の
支
援
を
さ
れ
た
地
域
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
困
り
ご
と
を
抱
え
る
人
の
相
談
に
乗
り
、

そ
の
声
を
届
け
て
く
だ
さ
る
方
も
い
ま
し
た
。
そ
う

い
っ
た
困
り
ご
と
を
抱
え
る
人
に
い
ち
早
く
気
づ
き

支
援
へ
と
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
同
じ
地
域

に
住
む
住
民
同
士
の
普
段
か
ら
の
「
つ
な
が
り
」
が

あ
っ
て
こ
そ
で
あ
り
、
被
災
し
た
多
く
の
地
域
で
日

頃
か
ら
の
「
つ
な
が
り
支
え
合
う
力
」
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　
中
津
市
社
協
で
は
、
引
き
続
き
暮
ら
し
の
困
り

ご
と
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
順
不
同
、
敬
称
略

《
団
体
》

中
津
青
年
会
議
所
、
中
津
商
工
会
議
所
青

年
部
、
中
津
市
し
も
げ
商
工
会
青
年
部
、

大
分
県
建
築
士
会
中
津
支
部
、
Ｔ
Ｏ
Ｖ
Ｓ

（
天
理
教
大
分
教
区
被
災
者
支
援
チ
ー

ム
）
、
中
津
市
職
労
、
別
府
大
学
、
県
内

青
年
会
議
所
（
大
分
市
・
佐
伯
市
・
宇
佐

高
田
）
、
豊
後
高
田
商
工
会
議
所
青
年

部
、
県
北
部
郵
便
局
長
会
、
農
業
公
社
や

ま
く
に
、
大
分
県
曹
洞
宗
青
年
会
、
九
州

電
力
、
日
本
乾
溜
工
業
（
株
）
、
中
津
北

高
校
３
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
中

津
東
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
、
県

内
社
協
（
大
分
市
、
杵
築
市
、
別
府
市
、

由
布
市
、
日
出
町
、
九
重
町
）

《
個
人
》

市
内
、
県
内
（
大
分
、
別
府
、
宇
佐
、
豊

後
高
田
、
国
東
、
杵
築
、
臼
杵
、
津
久

見
、
佐
伯
、
豊
後
大
野
、
玖
珠
、
九
重
、

日
出
）
、

県
外
（
福
岡
、
長
崎
、
熊
本
、
宮
崎
、
鹿

児
島
、
山
口
、
鳥
取
、
広
島
、
愛
媛
、
大

阪
、
京
都
、
愛
知
、
埼
玉
）

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

日
常
か
ら
の
つ
な
が
り
や
支
え
合
い
が

　
　
　
　 

「
災
害
に
も
強
い
地
域
」
に

日
常
か
ら
の
つ
な
が
り
や
支
え
合
い
が

　
　
　
　 

「
災
害
に
も
強
い
地
域
」
に

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力

　
　
　
　
　
　 

い
た
だ
い
た
方
々
】

【
く
ら
し
の
総
合
相
談
窓
口
】

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
２
６ 

― 

１
２
３
７

受付の様子。お互いに呼び合える
よう名前を書いて貼りました。

オリエンテーションでは注意事項の説明の他、グループに
分かれて支援内容の共有を行いました。

泥出しや家財の運び出し、災害ゴミの処分など、
ボランティアで出来る範囲の支援にご協力いただきました。

活動を通じてボランティア同士の
交流も生まれました。
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令和６年度助成金配分事業
「一般公募」募集します

地 域 福 祉 支 援 情 報

　 応募期間　令和5年１０月２日（月）～令和６年１月３１日（水）
【問合先】　中津市社協　地域福祉課　地域福祉推進係 （TEL 23-2095）

＊助成金配分事業は、共同募金を財源として行われている事業です。

　このたび松下太前会長の後を受け、令和５年６月23日より中津市社会福祉協議
会の会長に就任いたしました白井でございます。
　就任に際しましては、その職責の重大さを痛感し、身の引き締まる思いでありま
す。　近年、少子高齢化の進行に伴う一人暮らし高齢者の増加、社会的な孤立の問題
や経済困窮世帯への対応等、公的なサービスだけでは解決できない諸問題が増え
てまいりました。

　中津市社会福祉協議会の基本理念であります、「心とこころ　人とひととの　つながり」を念頭に、住民
一人ひとりが住み慣れた地域で自立して心豊かに生活を送ることの出来る、住民主体の地域社会（ふくし
のまち）づくりの実現に向け、地域福祉を推進する中核的団体として、市民の皆様方のお力添えを頂きなが
ら、その使命を十分に発揮できますように、役員・職員一丸となり、精一杯の努力を重ねて参りたいと存じ
ます。
　どうぞ、市民の皆様方のご理解とご協力、ご支援を賜りますよう切にお願い申し上げ、就任のあいさつと
いたします。

　令和５年10月より令和６年度の助成金配分事業の募集を行います。
　「一般公募」とは、地域の中で福祉活動を行う団体・グループが実施する、『地域における福祉の
発展につながることを目的とした事業』に対して行うものです。

なお、助成を受けるためには申請が必要となりますので、下記の期間内に申請書を提出してください。
様式は、中津市社協のホームページでも掲載しています。
＊対象となる団体や事業など、詳しくは中津市社協窓口までお問合せください。

子どもから高齢者ま
で多世代がつながる
交流事業をしたい！

住民同士の助け合い
をテーマに、地域防災
の研修事業をしたい！

障がいのある方の社会
参加や生きがいづくりに
つながる事業をしたい！

会長就任挨拶

【会長　白井辰彦】

＊対象事業に係る経費の５分の４以内を助成します！(１団体２０万円を上限)

中津の地域支え
合いが広がる活動、
お待ちしています。
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共
同
募
金
運
動（
赤
い
羽
根
共

同
募
金
・
歳
末
助
け
合
い
募
金
）に

つ
き
ま
し
て
、毎
年
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
も「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く

す
る
し
く
み
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

10
月
１
日
か
ら
全
国
一
斉
に
募
金

運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。こ
の
運

動
は
、「
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、さ
ま
ざ
ま
な
地
域
福
祉

の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
民
間
団

体
を
応
援
す
る
、「
じ
ぶ
ん
の
町
を

良
く
す
る
し
く
み
」と
し
て
、取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
時

期
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、今
年

も
市
民
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
支

援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
令
和
五
年
十
月

　
大
分
県
共
同
募
金
会

　
　
中
津
市
共
同
募
金
委
員
会

　
　
　
会
　
長
　
白 

井
　
辰 

彦

①地域寄り合いの場支援事業（81件）
 ・・・1,023,000円

②福祉活動支援事業
（一般公募3件、ボランティア団体44件、ボランティア推進校9校）

 ・・・1,945,000円

③地域活動感染対策支援事業 ・・・187,550円

④住民型有償サービス支援事業（10件）
 ・・・1,200,000円

⑤在宅生活継続支援 ・・・363,000円

⑥広報・その他事務費 ・・・126,450円

①福祉機器等貸出事業 ・・・・・480,277円

②寝たきり高齢者見舞品贈呈事業
 ・・・・・352,660円

③福祉教育推進事業「わいわい福祉ひろば」
 ・・・1,469,781円

④災害時要援護者避難・地域防災の取組啓発事業
　 ・・・128,796円

⑤心のケア事業「ほっとテラス」
　 ・・・180,481円

⑥地域福祉の推進
　広報啓発事業 ・・・1,658,410円
　生活困窮者食糧支援 ・・・176,346円

⑦地域福祉活動支援事業（7件）
 ・・・・・300,660円

⑧障がい者社会参加支援 ・・・・・51,625円

⑨ボランティア活動環境整備 ・・・・・775,708円

⑩次年度繰越金 ・・・・・500,000円

共同募金運動がはじまりました

赤い羽根共同募金 4,845,000円 歳末助け合い募金 6,074,744円
（前年度繰越金　300,000円を含む）

赤い羽根共同募金  １１，００２，６０６円

歳末助け合い募金  ６，８７２，６０５円

　 合　　計　  １７，８７５，２１１円

令和４年度　募金財源で実施した事業活動

あ
な
た
の
募
金
は
、
あ
な
た
の
町
へ

共
同
募
金
運
動
は
地
域
の
福
祉
活
動
を
さ
さ
え
て
い
ま
す

[今年度の目標額]

赤い羽根共同募金  ８，３３２，４１５円 (翌年度に全国・県・市へ還元)

歳末助け合い募金 ５，７７４，７４４円 （その年度に市へ還元）

　 合　　計　  １４，１０７，１５９円

[昨年度の募金実績]



（6）令和５年 10 月１日〜  心とこころ　人とひととの“つながり”〜第87号

「サマーてくてく」を開催しました!! 新鮮で感激の夏ボラ体験！

　障がいのある方の余暇活動を支援するために月
に１度開催している「てくてく」。その夏休み版とし
て「サマーてくてく」を開催しました。
　耶馬溪にあるＢ＆Ｇのプールで泳いだり、みんな
でボート遊びをしたりしました。ボランティアも参
加し、笑い声がいっぱいになりました！

「てくてく」は、障がいのある方たちが年齢を問わ
ず、多様な余暇の過ごし方を知る機会です。お出
かけや、制作活動、クッキングなど、日頃できない
体験を行います。一度、見学に来ませんか！？
　　＜問合先＞地域福祉課：２３－２０９５

　７月21日から８月31日の間、市内の福祉施設や
団体35ヶ所のご協力で「夏のボランティア体験」を
行いました。参加総数は139名で、小学生から社会
人の方まで、幅広い年代の方が児童施設や高齢者・
障がい者施設、地域サロン等でボランティア活動に
参加しました。
　参加前のオリエンテーションでは、初めてのボラ
ンティア活動に不安そうな表情を浮かべていた皆
さんも、いざ活動が始まると、キラキラとした夏の
太陽にも負けない眩しい笑顔で活躍していました。
　次は、「春のボランティア体験」を春休みに実施
します。夏同様、春ボラでも、たくさんの方々のつな
がりづくりを応援します！

珈琲を通じて人と繋がろう！
～「男塾」珈琲講座～

北部校区地域福祉ネットワーク
協議会が発足･始動！

　北部地区では、令和3年度に策定された「な
かつ地域支え合いプラン」（5か年計画）の地
区ごとの地域福祉活動計画の実践目標の一つに
「ネットワーク協議会の立ち上げ」を掲げてい
ました。その目標を実現するために、昨年度か
ら計画づくりに関わった方々を中心に立ち上げ
の準備をし、今年、発足しました。
　地域の多様な方々が集まり、お互いの活動の
情報共有や部会に分かれての地域の福祉課題に
ついて話し合いを始めています。

　７月、「男塾」珈琲講座を小楠コミュニティーセン
ターで開催しました。「男塾」は男性が地域活動に参
加するきっかけづくりとして毎年開催しており、今年
は16名の参加がありました。
　講師には喫茶カフェ「CRAFT」のマスター、奥村哲
生氏を迎え、「おいしいアイス珈琲の淹れ方」をテー
マに、豆選びからホットとアイスの淹れ方の違いなど
を教えていただきました。初めての方、以前から参加
されている方、世代も様々で和やかな雰囲気でした。
　最後にボランティア登録のご案内をすると、多くの
方々が活動に意欲を示され、登録いただきました。登
録された皆さんには、今後、地域の集まりやイベント
等で珈琲を通したボランティア活動に参加いただく予
定です。

地 域 福 祉 情 報地 域 福 祉 情 報

サロンで昼食づくり 児童クラブでふれあい 高齢者と運動
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「防災」をテーマにした地域の取り組み

　第４次「なかつ地域支え合いプラン」の各地区の地域福祉活動
計画には、ほとんどの地区で「防災」をテーマにした実践目標が
あります。災害時の対応は、誰もが助かるために地域での助け合
いが重要なことから、日頃の支え合いとも関わりがあり、「ふく
し」の視点から地域の中で取り組むところが増えています。
　和田地区では、和田コミュニティーセンターを中心に自治委
員・民生委員・防災士等、地域の方々で集まり、準備し、５月
の第１回「和田校区防災訓練」に続き、９月には第２回の訓練
も行われました。新たに地域にいる外国の方の参加も呼びかけ
るなど、地域のつながりづくりも拡がっています。
　また、三保地区では、三保交流センターと三保地区連合自治
会との共催で「三保地区防災訓練」を開催。およそ50名の地域
の方が集まりました。県防災活動支援センター理事長の講話で
は、災害を想定した三保地区を細かく分析した上でのお話を交
え、日頃から気にかけることの大切さを教えていただきました。

第１回成年後見セミナー
「成年後見人の仕事」について学びました！

第１回 ひきこもりサポート
ネット会議を開催しました！

　６月、ひきこもりサポートネット会議を初めて
開催しました。この会議は、ひきこもりサポー
ターの方や中津市のひきこもり支援機関が集まり、
顔を合わせ、つながりを強化することを目的とし
ています。
　今回は、各機関のひきこもり支援の取り組みに
ついて紹介して頂き、その後意見交換を行いまし
た。今後もひきこもりサポートネット会議を随時
開催し、多様化する問題を一機関で抱え込まず、
協力し合って、様々なアプローチや支援方法、誰
しもが役割を持てる社会に近づける取り組みをし
ていきます。

地 域 福 祉 情 報地 域 福 祉 情 報

　８月に成年後見セミナーを開催しました。
　最初に、大分県福祉保健部の團秀晃氏より、成
年後見制度における動向について、また、大分県
社会福祉士会権利擁護センターぱあとなあ大分の
松尾慶一氏より、実際の成年後見人の仕事につい
てお話いただきました。
　成年後見制度の主体は、あくまでも本人であり、
本人のための制度であること、本人の意思を置き
去りにしないことがいかに大切で難しいかを改め
て考える時間となりました。

和田地区

三保地区
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住民主体の
小地域ネットワークの推進

住民主体の
小地域ネットワークの推進

ボランティア・
市民活動の推進
ボランティア・
市民活動の推進

福祉意識の
高揚・啓発
福祉意識の
高揚・啓発

市内のネットワーク協議会数
 8か所

地域福祉ネットワーク協議会
への支援

地域福祉を推進する活動団体等
で構成される地区ごとの「協議
会」の立上げや運営支援

市内サロン数 95か所
 （新規 2か所）

寄り合いの場（サロン）の支援

研修・講座数  11回
開催数 21回、参加者 413名

地域福祉に関する
研修会・講座の開催

地域活動の活性化・活動を担う
人財を育成する各研修・講座の
開催

助成団体数 355件
助成額 12,102,164円

福祉活動支援の助成市内の社会福祉を目的とした各種ボ
ランティア、地域福祉団体の活動に
対しての助成

サロン立上げの相談受付、サロ
ンへの参加、運営の相談の他、
活動を広げるための支援

登録者数
個人 383名、団体 141団体
総数3,645名
ボランティア希望･募集･
相談数91件

ボランティア活動推進

ボランティア・市民活動
センターを中心としたボ
ランティア活動の支援等

実施小学校 19校
実施回数 57回
参加者 2,515名

福祉教育推進
わいわい福祉ひろば

障がい者・高齢者及び支
援者が「タレント」となっ
て小学校で行う体験型の
福祉事業

受入施設数　  
 夏 32か所／春 17か所
体験者数
 夏 67名／春 43名

春・夏の
ボランティア体験

高校生を中心にいろんな
世代の人がボランティア
を体験できる機会として
実施

開催回数 11回
延べ参加者数 95名
てくてくまつり 28名

障がい児（者）余暇活動
支援事業（てくてく）

障がい児（者）が余暇を
充実して過ごせる場を提
供し、心身の充実を目指
し実施

(1)社協だより
　  全戸配布 年3回
(2) ボランティア情報誌
　  「ぺんぎん」 年6回
(3)地域福祉情報
　  旧下毛地域で発行
 年6回
(4)社協HPでの発信

福祉情報の発信

・ワークショップ
　（パラコードブレスレット、
　　しめ縄）
・お絵描き水族館
・パークヨガ
・ネイルアート
　（ウクライナの方による）
・珈琲、豚汁、おにぎり、演奏
　（ボランティア・団体・学生他）参加者数　　約400名

福祉啓発イベント シン・みんなのふくしまつり
「ごちゃまぜ nicoday」

令和４年度　事業報告
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多様な人材による
地域活動の推進
多様な人材による
地域活動の推進

福祉の里づくりサポーター事業
おねがい会員数 130名
まかせて会員数 93名
活動件数310件 / 活動時間517時間

サポーター登録 474名
受入機関登録数 123か所
評価ポイント数 4,141個

ファミリー･サポート･センター

子育て家庭で子どもの預かり等を希
望する世帯と協力者との相談、双方
の連絡調整やコーディネートを行う

65才以上の高齢者が施設等でサ
ポート活動を行う健康増進や社会貢
献活動による生きがいづくり

(1)生活支援コーディネーター設置
　 第１層コーディネーター（市全体）１名、第２層コーディネーター（地区毎）８名、（南部、今津、三光、山国、沖代、豊田、耶馬溪）
(2)生活コーディネート業務
　 ①地域ニーズ把握 404件、②地域働きかけ 102件、　
　 ③資源開発（各種講座開催・協力）12回、④協議会による会議開催　16回
(3)多機能地域生活拠点づくり「よりあ」開催回数　54回

生活支援体制整備事業（生活支援コーディネート）

高齢者の生活支援・介護予防を目的に、地域での活動の場づくりや必要な活動の開発
を関係者・関係機関との調整を行いながら推進

①契約総数 140件
②対応件数 2,041件

福祉サービス利用援助事業
（あんしんサポートセンター）

判断能力が不十分な高齢者
や障がい者の方々が安心し
て日常生活を送るための生
活相談やサービス利用の援
助、貴重品の管理等を行う

(1)包括的支援事業　
　①総合相談支援業務 相談
 1,948件
　②権利擁護業務 対応 72件
　③包括的・継続的
　　ケアマネジメント支援業務
 回数 190回
(2)介護予防普及啓発事業
　 介護予防教室、講演会相談会
 回数11回、146名
(3)公的福祉サービス利用の実態調査
 調査件数　57件
(4)介護予防支援(計画作成)業務
 相談6,612件 / 計画数2,666件
(5)在宅医療･介護連携推進事業
 相談 94件 / 会議等 5回
(6)元気いきいき週一体操教室
　 の立ち上げ支援
 支援数 10回 / 啓発 125名

地域包括支援センター事業
（高齢者の総合相談窓口）

(1)生活困窮者自立支援事業
　①暮らし総合相談支援
　　相談件数 564件
　②家計相談支援
　　支援者数 56名
　③就労準備支援
　　多機関連携 17回
　④社会資源等研究開発
　　制服バンクの調査検討
　　フードバンクnicoの取組み
　　22回 /362名 / 6,006品
　⑤ひきこもり支援
　　相談件数22件/家族交流会1回
　⑥一時生活支援
　　支援件数 56件
　⑦生活備品貸出 35件
　⑧食糧支援 223件

総合相談支援事業

(1)市民後見推進事業
　①会議・研修会の開催
　　推進会議 ３回
　②市民後見人養成講座
　　開催回数 12回
　　受講者 9名
　　(修了者 7名)
　③市民後見人候補者の
　　フォローアップ研修　
　　講義・実務 5回
　④市民後見人の会支援
 15回
(２)法人後見事業
　①新規受任件数 2件
　　後見業務 23件
(3)成年後見支援ｾﾝﾀ-事業
　①相談対応 165件
　②会議･啓発 52回

成年後見事業

①声かけ模擬訓練
 1回  33名
②オレンジカフェ開催　 
 6回  96名
③ストリート
　オレンジカフェみなと
 10か所 160名
④家族介護者の集い 
 2回　47名
⑤普及啓発、講座等
 14回 377名
⑥認知症学習会
 2回　90名

認知症地域支援推進事業

①相談延件数 576件
②貸付件数 179件
③貸付金額
 81,491,000円

生活福祉資金貸付事業

(1)多機関協働支援事業
　  研修会1回/
　  支援連携等会議17回
(2)参加支援事業
　  相談件数8件/
　  調整会議15回

重層的支援体制整備事業

複合的な課題を抱えた人や世帯の支援を行う際、
多分野の関係機関との関係を作る調整を担い、分
野や年齢で隔てない包括的な支援体制構築を図る

　延べ利用回数 19,333回
　平均利用者数 16.2名

　延べ利用回数 1,708回
　平均利用者数 6.6名

デイサービス事業
（４事業所）

・介護保険訪問介護
　延べ利用回数 8,891回
・訪問型サービスＡ
　延べ利用回数 276回
・障がい者支援
　①家事援助
　　延べ利用回数 356回
　②通院等介助
　　延べ利用回数 25回
　③同行援護
　　延べ利用回数 236回

ホームヘルプ事業
（２事業所）

・ケアプラン作成件数
 年　4,431件

居宅介護支援事業
（３事業所）

ケアプランの作成、
連絡調整、相談業
務、サービス事業者
等との連絡調整

・介護保険訪問入浴介護
　延べ利用回数 396回
　利用者数 20名
・障がい者　実績なし

訪問入浴介護事業
（１事業所）

訪問入浴車により自
宅に訪問し、簡易浴
槽を使用して入浴を
サポート

①耶馬溪生活支援ホーム
　（定員10名）
　3月末居住者数 10名
②山国生活支援ハウス
　（定員20名）
　3月末居住者数13名

生活支援
ハウス･ホーム
（２施設）

登録児童数 91名
延べ利用数 14,979名

放課後児童クラブ
（5クラブ）

就労等により日中保
護者のいない小学生
に対し放課後の健全
な遊びや安全確保を
行う

開館日数 263日
利用者数 11,801名

三光児童館

子どもに健全な遊び
を提供して健康増進
や心を豊かにするこ
とを目的に設置。
（対象：0才から18
才の児童）

①介護老人福祉施設
　本入荘（定員80名）
　延べ利用者数
 25,947名
②短期入所生活介護
　ショート（定員20名）
　延べ入所者数
 5,596名

特別養護老人ホーム
やすらぎ荘

（定員60名）
延べ利用者数
 14,124名
3月末入所者数
 43名

養護老人ホーム
中津市豊寿園

経済的、環境的理由
で自宅で生活するこ
とが困難な65才以
上の自立した高齢者
が対象の措置施設

（買い物支援･山国地区）
実利用者数 12名
配達回数 351回

安心生活支援事業

山国地区での高齢者の
買い物支援として配達
訪問による安否確認

要介護認定調査事業
調査件数 1,858件

介護保険

介護保険制度による
要介護認定の申請に
基づいて調査員が対
象者を訪問し、要介
護度を審査するため
の調査書を作成

雇用形態別
　正規職員 122名
　嘱託職員 43名
　再雇用職員 12名
　非常勤職員 169名

所属別
　総務課 19名
　地域福祉課 40名
　福祉サービス課 50名
　在宅福祉課 125名
　豊寿園 38名
　やすらぎ荘 74名

職員配置体制
（346名   R5.3.31現在）

（１）理事会　（17名） 開会数　3回
（２）評議員会（33名） 開会数　3回
（３）監査会　　１回
（４）資質向上のための内部研修会・
　　　部会・会議等 開催数　387回

役員会等の開催

貸出件数
・電動ベッド 161件
・車いす　 　110件

福祉用具貸出事業

在宅生活の要支援者
や障がい者等に無料
で福祉用具を貸出
し、本人や介護者の
負担を軽減

相談支援強化
による

生活支援の推進

相談支援強化
による

生活支援の推進

在宅ｻｰﾋﾞｽの
推進

在宅ｻｰﾋﾞｽの
推進

法人の
組織体制
法人の
組織体制

(3)アウトリーチ支援事業
　  ①働きかけによる相談34名
　  ②相談支援啓発12回
　  ③SOS発見につなぐ支援
　  　食料・お米配布412世帯

生きがい元気
アップクラブ事業
（１事業所）
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多様な人材による
地域活動の推進
多様な人材による
地域活動の推進

福祉の里づくりサポーター事業
おねがい会員数 130名
まかせて会員数 93名
活動件数310件 / 活動時間517時間

サポーター登録 474名
受入機関登録数 123か所
評価ポイント数 4,141個

ファミリー･サポート･センター

子育て家庭で子どもの預かり等を希
望する世帯と協力者との相談、双方
の連絡調整やコーディネートを行う

65才以上の高齢者が施設等でサ
ポート活動を行う健康増進や社会貢
献活動による生きがいづくり

(1)生活支援コーディネーター設置
　 第１層コーディネーター（市全体）１名、第２層コーディネーター（地区毎）８名、（南部、今津、三光、山国、沖代、豊田、耶馬溪）
(2)生活コーディネート業務
　 ①地域ニーズ把握 404件、②地域働きかけ 102件、　
　 ③資源開発（各種講座開催・協力）12回、④協議会による会議開催　16回
(3)多機能地域生活拠点づくり「よりあ」開催回数　54回

生活支援体制整備事業（生活支援コーディネート）

高齢者の生活支援・介護予防を目的に、地域での活動の場づくりや必要な活動の開発
を関係者・関係機関との調整を行いながら推進

①契約総数 140件
②対応件数 2,041件

福祉サービス利用援助事業
（あんしんサポートセンター）

判断能力が不十分な高齢者
や障がい者の方々が安心し
て日常生活を送るための生
活相談やサービス利用の援
助、貴重品の管理等を行う

(1)包括的支援事業　
　①総合相談支援業務 相談
 1,948件
　②権利擁護業務 対応 72件
　③包括的・継続的
　　ケアマネジメント支援業務
 回数 190回
(2)介護予防普及啓発事業
　 介護予防教室、講演会相談会
 回数11回、146名
(3)公的福祉サービス利用の実態調査
 調査件数　57件
(4)介護予防支援(計画作成)業務
 相談6,612件 / 計画数2,666件
(5)在宅医療･介護連携推進事業
 相談 94件 / 会議等 5回
(6)元気いきいき週一体操教室
　 の立ち上げ支援
 支援数 10回 / 啓発 125名

地域包括支援センター事業
（高齢者の総合相談窓口）

(1)生活困窮者自立支援事業
　①暮らし総合相談支援
　　相談件数 564件
　②家計相談支援
　　支援者数 56名
　③就労準備支援
　　多機関連携 17回
　④社会資源等研究開発
　　制服バンクの調査検討
　　フードバンクnicoの取組み
　　22回 /362名 / 6,006品
　⑤ひきこもり支援
　　相談件数22件/家族交流会1回
　⑥一時生活支援
　　支援件数 56件
　⑦生活備品貸出 35件
　⑧食糧支援 223件

総合相談支援事業

(1)市民後見推進事業
　①会議・研修会の開催
　　推進会議 ３回
　②市民後見人養成講座
　　開催回数 12回
　　受講者 9名
　　(修了者 7名)
　③市民後見人候補者の
　　フォローアップ研修　
　　講義・実務 5回
　④市民後見人の会支援
 15回
(２)法人後見事業
　①新規受任件数 2件
　　後見業務 23件
(3)成年後見支援ｾﾝﾀ-事業
　①相談対応 165件
　②会議･啓発 52回

成年後見事業

①声かけ模擬訓練
 1回  33名
②オレンジカフェ開催　 
 6回  96名
③ストリート
　オレンジカフェみなと
 10か所 160名
④家族介護者の集い 
 2回　47名
⑤普及啓発、講座等
 14回 377名
⑥認知症学習会
 2回　90名

認知症地域支援推進事業

①相談延件数 576件
②貸付件数 179件
③貸付金額
 81,491,000円

生活福祉資金貸付事業

(1)多機関協働支援事業
　  研修会1回/
　  支援連携等会議17回
(2)参加支援事業
　  相談件数8件/
　  調整会議15回

重層的支援体制整備事業

複合的な課題を抱えた人や世帯の支援を行う際、
多分野の関係機関との関係を作る調整を担い、分
野や年齢で隔てない包括的な支援体制構築を図る

　延べ利用回数 19,333回
　平均利用者数 16.2名

　延べ利用回数 1,708回
　平均利用者数 6.6名

デイサービス事業
（４事業所）

・介護保険訪問介護
　延べ利用回数 8,891回
・訪問型サービスＡ
　延べ利用回数 276回
・障がい者支援
　①家事援助
　　延べ利用回数 356回
　②通院等介助
　　延べ利用回数 25回
　③同行援護
　　延べ利用回数 236回

ホームヘルプ事業
（２事業所）

・ケアプラン作成件数
 年　4,431件

居宅介護支援事業
（３事業所）

ケアプランの作成、
連絡調整、相談業
務、サービス事業者
等との連絡調整

・介護保険訪問入浴介護
　延べ利用回数 396回
　利用者数 20名
・障がい者　実績なし

訪問入浴介護事業
（１事業所）

訪問入浴車により自
宅に訪問し、簡易浴
槽を使用して入浴を
サポート

①耶馬溪生活支援ホーム
　（定員10名）
　3月末居住者数 10名
②山国生活支援ハウス
　（定員20名）
　3月末居住者数13名

生活支援
ハウス･ホーム
（２施設）

登録児童数 91名
延べ利用数 14,979名

放課後児童クラブ
（5クラブ）

就労等により日中保
護者のいない小学生
に対し放課後の健全
な遊びや安全確保を
行う

開館日数 263日
利用者数 11,801名

三光児童館

子どもに健全な遊び
を提供して健康増進
や心を豊かにするこ
とを目的に設置。
（対象：0才から18
才の児童）

①介護老人福祉施設
　本入荘（定員80名）
　延べ利用者数
 25,947名
②短期入所生活介護
　ショート（定員20名）
　延べ入所者数
 5,596名

特別養護老人ホーム
やすらぎ荘

（定員60名）
延べ利用者数
 14,124名
3月末入所者数
 43名

養護老人ホーム
中津市豊寿園

経済的、環境的理由
で自宅で生活するこ
とが困難な65才以
上の自立した高齢者
が対象の措置施設

（買い物支援･山国地区）
実利用者数 12名
配達回数 351回

安心生活支援事業

山国地区での高齢者の
買い物支援として配達
訪問による安否確認

要介護認定調査事業
調査件数 1,858件

介護保険

介護保険制度による
要介護認定の申請に
基づいて調査員が対
象者を訪問し、要介
護度を審査するため
の調査書を作成

雇用形態別
　正規職員 122名
　嘱託職員 43名
　再雇用職員 12名
　非常勤職員 169名

所属別
　総務課 19名
　地域福祉課 40名
　福祉サービス課 50名
　在宅福祉課 125名
　豊寿園 38名
　やすらぎ荘 74名

職員配置体制
（346名   R5.3.31現在）

（１）理事会　（17名） 開会数　3回
（２）評議員会（33名） 開会数　3回
（３）監査会　　１回
（４）資質向上のための内部研修会・
　　　部会・会議等 開催数　387回

役員会等の開催

貸出件数
・電動ベッド 161件
・車いす　 　110件

福祉用具貸出事業

在宅生活の要支援者
や障がい者等に無料
で福祉用具を貸出
し、本人や介護者の
負担を軽減

相談支援強化
による

生活支援の推進

相談支援強化
による

生活支援の推進

在宅ｻｰﾋﾞｽの
推進

在宅ｻｰﾋﾞｽの
推進

法人の
組織体制
法人の
組織体制

(3)アウトリーチ支援事業
　  ①働きかけによる相談34名
　  ②相談支援啓発12回
　  ③SOS発見につなぐ支援
　  　食料・お米配布412世帯

生きがい元気
アップクラブ事業
（１事業所）
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… 貸 借 対 照 表 …
令和５年３月 31 日現在

令和４年度 中津市社会福祉社協議会 決算書を公表します

（単位：円）

資　産　の　部 負　債　の　部
当年度末 前年度末 増減 当年度末 前年度末 増減

流動資産 495,852,521 430,098,847 65,753,674 流動負債 141,528,312 117,534,127 23,994,185
   現金預金 343,334,789 294,187,002 49,147,787 　事業未払金 127,249,580 103,887,591 23,361,989
　事業未収金 152,178,085 134,724,645 17,453,440 　1年以内返済予定ﾘｰｽ債務 3,746,300 3,091,160 655,140
   立替金 88,708 88,708    預り金 10,282,204 10,084,191 198,013
   前払金 990,000 △ 990,000    前受金 250,228 471,185 △ 220,957
   仮払金 250,939 197,200 53,739 固定負債 293,867,458 294,620,447 △ 752,989
固定資産 548,214,408 613,074,745 △ 64,860,337 　ﾘｰｽ債務 9,490,385 10,539,380 △ 1,048,995
   基本財産 5,000,000 5,000,000 0 　退職給付引当金 280,040,273 279,708,267 332,006
   その他の固定資産 543,214,408 608,074,745 △ 64,860,337 　互助共励引当金 4,336,800 4,372,800 △ 36,000

負債の部合計 435,395,770 412,154,574 23,241,196
基本金 5,000,000 5,000,000 0
国庫補助金等特別積立金 4,830,787 6,388,570 △ 1,557,783
その他の積立金 244,089,612 312,137,061 △ 68,047,449
次期繰越活動収支差額 354,750,760 307,493,387 47,257,373
純資産の部合計 608,671,159 631,019,018 △ 22,347,859

資産の部合計 1,044,066,929 1,043,173,592 893,337 負債及び純資産の部合計 1,044,066,929 1,043,173,592 893,337

… 資 金 収 支 計 算 書 …
令和４年４月１日から令和５年３月 31 日まで （単位：円）

収　　入 支　　出
事　業　活　動　に　よ　る　収　支

会費収入 4,566,000 人件費支出 943,915,348
寄附金収入 13,478,659 事業費支出 199,062,008
経常経費補助金収入 111,295,825 事務費支出 142,766,664
受託金収入 471,064,881 助成金支出 12,093,164
事業収入 18,763,231 負担金支出 480,000
負担金収入 3,985,912 その他の支出 380,510
介護保険事業収入 653,305,389
老人福祉事業収入 2,367,353
障害福祉サービス等事業収入 2,362,000
受取利息配当金収入 60,725
その他の収入 10,848,618
事業活動収入計 (1) 1,292,098,593 事業活動支出計 (2) 1,298,697,694 

事業活動資金収支差額 (3) ＝ (1)-(2) △ 6,599,101

施　設　整　備　等　に　よ　る　収　支
固定資産売却収入 77,970 固定資産取得支出 15,532,586

固定資産除却・廃棄支出 4,830
ファイナンスリース債務の返済支出 3,690,555

施設整備等収入計 (4) 77,970 施設整備等支出計 (5) 19,227,971
施設整備等資金収支差額 (6) ＝ (4)-(5) △ 19,150,001

そ　の　他　の　活　動　に　よ　る　収　支
長期貸付金回収収入 24,000 積立資産支出 8,179,700 
その他の活動による収入 76,227,149 その他の活動による支出 34,181,130
その他の活動による収入 34,273,412 
その他の活動収入計 (7) 110,524,561 その他の活動支出計 (8) 42,360,830

その他の活動資金収支差額 (9) ＝ (7)-(8) 68,163,731

予備費 (10) 　　　　　　 0
当期資金収支差額合計 (11) ＝ (3)+(6)+(9)-(10) 42,414,629

前期末支払資金残高（12） 315,655,880
当期末支払資金残高 (11)+(12) 358,070,509
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… 事 業 活 動 計 算 書 …
令和４年４月１日から令和５年３月 31 日まで

… 財 産 目 録 …
令和５年３月 31 日現在

（単位：円）

収　　益 費　　用
サ　ー　ビ　ス　活　動　増　減　の　部

会費収益 4,566,000 人件費 944,211,354
寄附金収益 13,478,659 事業費 199,075,688
経常経費補助金収益 111,295,825 事務費 142,774,134
受託金収益 471,064,881 助成金費用 12,093,164
事業収益 18,763,231 負担金費用 480,000
負担金収益 3,985,912 減価償却費 16,399,615
介護保険事業収益 653,305,389 国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 1,557,783
老人福祉事業収益 2,367,353 その他の費用 380,510
障害福祉サービス等事業収益 2,362,000
その他の収益 8,916,158
サービス活動収益計 (1)   1,290,105,408 サービス活動費用計 (2)   1,313,856,682 

サービス活動増減差額 (3) ＝ (1)-(2) △ 23,751,274

（単位：円）

資産の内容 負債の内容
1. 流動資産 1. 流動負債
　 現金預金 343,334,789 　 事業未払金 127,249,580
　 事業未収金 152,178,085 　 １年以内返済予定リース債務 3,746,300
　 前払金 88,708 　 預り金 10,282,204
　 仮払金 250,939 　 前受金 250,228

流動資産合計 495,852,521 流動負債合計 141,528,312
2. 固定資産 2. 固定負債
　 基本財産 5,000,000 　 リース債務 9,490,385
　 その他の固定資産 543,214,408 　 退職一時金 280,040,273

　 脱退一時金 4,336,800
固定資産合計 548,214,408 固定負債合計 293,867,458

資　産　合　計 1,044,066,929 負　債　合　計 435,395,770
差引純資産 608,671,159

サ　ー　ビ　ス　活　動　外　増　減　の　部
受取利息配当金収益   60,725 その他のサービス活動外費用 0 
その他のサービス活動外収益   1,932,460 
サービス活動外収益計 (4)   1,993,185 サービス活動外費用計 (5) 0 

サービス活動外増減差額 (6) ＝ (4)-(5) 1,993,185
経常増減差額 (7）＝ (3)+(6） △ 21,758,089

特　別　増　減　の　部
固定資産受贈額 932,750 固定資産売却損・処分損 4,835
固定資産売却益 40,098

特別収益計 (8)   972,848 特別費用計 (9)   4,835 
 特別増減差額 (10) ＝ (8)-(9） 968,013

当期活動増減差額 (11) ＝ (7)+(10) △ 20,790,076

前期繰越活動増減差額 (12) 307,493,387
当期末繰越活動増減差額 (13）＝ (11)+(12) 286,703,311 

基本金取崩額（14） 　　　　　　 0
基金取崩額（15） 　　　　　　 0

その他の積立金取崩額（16）   76,227,149
その他の積立金積立額 (17)     8,179,700

次期繰越活動増減差額 (18)=(13)+(16)-(17) 354,750,760
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職種 / 形態 人数 賃金 就業場所 手当 就業時間 休日 / 保険等 必要資格

①特別養護老人ホーム
　介護職員　　正規

2

高卒
148,500 円～
大卒
155,700 円～

耶馬溪町樋山路
特別養護老人ホーム

やすらぎ荘

通勤・賞与 4.15 月・
扶養・住居・夜勤・
職務・施設・資格・
処遇改善等

ローテ交代勤務
変形労働時間制

年間 119 日
雇用・労災・
健康・厚生

不問
※入社後取
得

②特別養護老人ホーム
　看護職員　　正規

2

高卒
148,500 円～
大卒
155,700 円～

耶馬溪町樋山路
特別養護老人ホーム

やすらぎ荘

通勤・賞与 4.15 月・
扶養・住居・職務・
施設・資格等

ローテ交代勤務
変形労働時間制

年間 119 日
雇用・労災・
健康・厚生

看護師・
准看護師

③地域包括支援ｾﾝﾀｰ
　保健師・看護師・
　主任介護専門員
　　　　　　　正規

1

高卒
145,900 円～
大卒
155,700 円～

本耶馬渓町曽木
中津市本耶馬渓支
所内

通勤・賞与 4.15 月・
扶養・住居等

週休 2 日制
（土、日、祝は休日）
8：30 ～ 17：30

年間 123 日
雇用・労災・
健康・厚生

保健師・看護師 ,
主任介護支援専
門員・介護支援
専門員

④デイサービスセンター
　介護職員　　正規

1

高卒
145,900 円～
大卒
155,700 円～

･本耶馬渓町折元1243
･耶馬溪町樋山路25番地1
･山国町守実57番地1

通勤・賞与 4.15 月・
扶養・住居等

シフトによる勤務
8：30～17：30

年間 123 日
雇用・労災・
健康・厚生

介護福祉士、
介護職員初任
者研修、ヘル
パー 1・2 級

⑤地域福祉課
　地域福祉ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
　　　　　　　 嘱託

1
月給
146,000 円～

三光成恒
三光コミュニテー
センター内

通勤・賞与 2.0 月・
扶養・住居

週休2日制
（土、日、祝は休日）
8：30～17：30

年間 123 日
雇用・労災・
健康・厚生

不問
社会福祉主
事（ 社 福 が
あれば尚可）

中津市社会福祉協議会 職員 募集内容

　※詳しくは、中津市社協窓口資料、ホームページをご覧ください。
　※随時募集しており、定員に達し次第終了いたしますのでご了承ください。

【初任給の例】　特別養護老人ホームやすらぎ荘　介護職員（正規職員）の場合

　短大卒　特別養護老人ホーム 10 年経験　介護福祉士 　通勤距離 28 キロ　家賃 5 万円
　配偶者あり、子ども二人 ( 内一人は高校 2 年 )
　 〇基本給 175,600 円　〇扶養手当 31,500 円　〇住居手当 24,500 円　〇通勤手当 18,560 円
　 〇資格手当 4,800 円　 〇施設手当 2,500 円　  〇ベースアップ手当 7,400 円
　 〇夜勤手当 20,000 円（夜勤手当は月 5 回の場合）      合計 284,860 円
　 　（夜勤は慣れてからとなります。）

ファミリー・サポート・センターのご案内
　ファミリー・サポート・センターとは、地域の中で、子育て支援や仕事と育児の両立ができる環境作りを目
的としており、会員相互の信頼関係からなる有償の支え合い活動です。
　子育てのサポートを受けたい『おねがい会員』と子育てのお手伝いをする『まかせて会員』、そして両会員
の連絡調整の役割を担う『アドバイザー』から成り立っています。
　『まかせて会員』になるには養成講習の受講が必要になります。地域で子育ての役に立ってみたい方、子育
ての経験を活かしたい方は是非ご応募ください。

まかせて会員養成講習受講者募集
　日程：令和５年１１月２０日（月）９：００～１５：００
　場所：教育福祉センター（沖代町 1 丁目 1-11）
　対象：中津市在住又は勤務で、子育てに協力をしたい 20 歳以上の人
　　【問合せ・申込先】　　中津市社協　福祉サービス課　中津市三光成恒 421-1　 ℡ 27-7715
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様 

（
故　

昭　

光 

様
） 

角
木 

十
万
円

◇
肉　

丸　

幸　

治　

様 

（
故　

富　

子 

様
） 

植
野 

三
万
円

◇
竹　

本　

博　

好　

様 

（
故　

容　

子 

様
） 

伊
藤
田 

金
一
封

◇
久　

恒　

順　

子　

様 

（
故　

徳　

子 

様
） 

諸
町 

三
万
円

■
三
　
光

◇
内　

橋　

繁　

行　

様 

（
故　

正　

人 

様
） 

原
口 

金
一
封

◇
尾　

嶋　

孝　

博　

様 

（
故　

昭　

雄 

様
） 

上
秣 

金
一
封

◇
梶　

原　

春　

代　

様 

（
故　

康　

徳 

様
） 

小
袋 

金
一
封

◇
大　

江　

朝　

子　

様 

（
故　

典　

昭 

様
） 

西
秣 

金
一
封

◇
富　

永　

富
美
子　

様 

（
故　

茂　

治 

様
） 

上
深
水 

金
一
封

◇
岸　

本　

由
紀
子　

様 

（
故　

文　

一 

様
） 

諌
山 

金
一
封

◇
築　

城　
　
　

滋　

様 

（
故　

鈴　

子 

様
） 

下
秣 

金
一
封

ライオンズクラブ国際協会 337-B地区様

ダイナム大分中津店様




